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津鳥市市民協働研究 2012通年 津島市市民協働事業広報活動としてエコバッ

クデザイン制作、本学担当教員。研究内容が

中日新聞に掲載

2012  6 今年度 Jagda亀倉雄策賞受賞作家の瀧谷克彦

氏をデザイン学部特別講義として実施、本学

担当教員

(株)資生堂 澁谷克彦氏

招聘

株式会社 大額 2012通年 結晶写真からのデザイン制作が商品として採

用、全国で販売

名古屋芸術大学

VDコ ース「ナゴヤ展」

2012  1 アートスペースエーワン VDコ ース 3年生「ナゴヤ展J担当

社団法人 日本グラフイッ

クデザイナー協会 中部地

区会員展

2012  11 高浜瓦美術館、セントラ

ルギャラリー

Blポスター出晨

東京ミッドタウン・デザ

インハブ以降全国巡回展

小

作品出展社団法人日本グラフイック

デザイナー協会会員展

幸せの責色いハンカチ展

2012通年

名古屋芸術大学 OB展 2012  6 アー トアンドデザインセ

ンターBEギヤラリー

展覧会起柔、事務局担当、Blポ スター 4点、

小作品4点展示

名古屋芸術大学教員展 2012  6 アー トアンドデザインセ

ンター BEギヤラリー

Blポ スター 2点 出展

自画像展 2012  11 セントラルアー トギャラ

リー

ポスター出展

SaveMeポ スター展 2012  10 国際デザインセンター 3年生 VD、 ILコ ースにて実施。本学担当教

員

産学連携事業 シヤチハタ

スタンプ印面デザイン

2012  8

～ 12

名古屋芸術大学、

シヤチハタ (株 )

プレゼンルーム

3年生 VDに て実施。本学担当教員

2012 5
～ 7

名古屋芸術大学 公開講座、ワークショップを実施。本学担当

教員

特別客員教授檜原由比子氏

招聘

CCDOキ ッズデザイン展 2012  12 国際デザインセンター Blサ イズ 1点、ガヽ作品6点出展

Love&Peace展 日韓交流 2012  6 PINの会より選抜。Blポスターを制作 展示。

韓国のグラフイックデザイナーと交流。図録

収録

Peace creators in NagOya

(通称 PINの会)

2012  8 Love&Peace展に参加

(名古屋市民ギヤラリー

栄)

BOポ スター枚、オリジナルクッキー、ポス

トカード制作・展示、販売。韓国のグラフイッ

クデザイナーと交流。

IdcN設 立 20周 年 記 念

フ ォー ラム『ステキな

KURASHI、 ナゴヤデザイ

ン』

2012  11 国際デザインセンター CCDO担当委員として関与、DH、 パネル制

作

2012  11 愛知産業大学 非常勤講師、現代デザイン論担当 (特 講)愛知産業大学

デザイントリブレックス 2012  2 国際デザインセンター 実行委員として展覧会、講演会担当

2012  4

～ 5

名古屋芸術大学 広告表現論特別講義講師として山崎晃氏招聘

岩田正一氏招聘 2012  6 名古屋芸術大学 広告表現論特別講義講師として

横田保生氏招聘 2012  7 名古屋芸術大学 広告表現論特別講義講師として
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BIEAF 2012

China Tian」 in lnternational

Eco Design&PhOto Fair

2012  7 金山市庁 2,3展示室

金山デザインセンター

Blポ スター出展

授業科目 広告表現論

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

広告表現に関わる知識、技術を向上で

きるよう、様々なエリアからの外部講

師を招 き、広告表現、デザイン構築ま

での一連の講義 講義内容に基づくヮー

クショップを連動して行い、知識を表現

に活用できるよう工夫した。

教材・資料等は自作。

(40頁相当)

授業科ロ デザイン実技I11(MC)VD

◆前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

VDコ ースの基礎履修として四季をテー

マとしたカレンダー制作を実施。制作に

伴う当コースの基礎領域 (エ ディトリア

ル、イメージ構築、CG作成、PC操作など)

を連携して履修できるよう工夫した。

教材・資料等は自作。 (ヴ イジュアル資

料、実技 /貝ぺ料 レポー ト用紙 6頁相当)、

専用サーバ構築。

授業科ロ デザイン演習Hl(MC)VD

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

15週を前半、後半に分け前半はSaveMe

ポスター展に参加。ポスター表現作品の

実技指導を行った。後半は津島市市民協

働プロモーションとしてエコバ ックを

制作した。ヴィジュアル制作を通じた外

部との交流、企画力の向上が出来るよう

進行を工夫した。

教材・資料等は自作 (レ ポー ト用紙 10

頁相当)

授業科ロ デザイン実技 HI‐2(MC)VD

◆前期  □後期

工夫の概要 狭材・資料等のlう[要

特別客員教授檜原由比子氏を招き、グ

ループワークによるカレンダー制作を

実施した。デザインプロセスのグループ

での子レ【り組み、企画力の向上、制作した

作品をオープンキャンパスでプレゼン

テーションを行 う事により、プレゼン

テーションに対する意識の向上が図れ

るよう工夫 した。

教材・資料等は自作 (レ ポー ト用紙 20

頁相当)

2.教育活動 (教育実践上の主な業績)  大学院授業担当 固有 ■無

平成 19年 度 よ り、研 究助 成 を受

I)、  Digitized Editorial TypOgraphy

Surveyを 授業で展開するとともに、

サーバ構築を行っている。2011年 よ

り日本芸術デザイナー学院実技でも

実施。2012年 より本学では非常勤講

師杉井氏に担当を依頼。
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授業科ロ デザイン実技 IV 2(MC)VD

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・資`料等の概要

最終年度として、企画案の向上を図るべ

く、社会問題をデザインにより解消する

ソリューシヨン企画の立案を実施した。

社会状況の把握、分析、問題条件の創出

までのプロセスをより定着できるよう

個別指導を主体とした進行で取 り組む

工夫を行った。

教材・ユ資料等は自作 (レ ポート用紙 20

頁相当)

授業科ロ デザイン実技 I  F3

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料`等の概要

ピク トグラムを用いた表現実の制作を

行い、平面系デザインの基礎領域の習得

を図るとともに、テーマをデザイン化し

ていくプロセス、それに伴う周辺領域の

知識、技術の習得を行いやすいよう工夫

した。

教材・資料等は自作。 (レ ポー ト用紙 10

枚程度)

授業科ロ デザイン実技 H3(MC)VD

□前期  ◆後期

工夫の概要 毅材・資料等の概要

プロモーションポスターの制作、エデイ

トリアルデータベースの実施を行う。エ

デイトリアルサーベイにより、編集デザ

インの基礎デザインカの向上、プロモー

ションポスターにより、演出技術の向上

を図つた。

教材・資料等は自作 (レ ポー ト用紙 20

頁相当)

授業科ロ デザイン実技 H14(MC)VD

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

企画立案から表現まで、一連のプロセス

を習得できるよう店舗ブランディング

を取り上げ、企画立案方法の説明、企画

書制作、ブレゼンテーションによる自身

の作品説明など実施して、立案型のデザ

イン構築を行えるよう進行を工夫した。

教材 資料等は自作 (レ ポー ト用紙 20

頁相当)

授業科ロ デザイン演習H2(MC)VD(ナ ゴヤ展、シヤチハタ (株)産学連携事業

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

前期に習得したマーケテイング、企画立

案の応用を行うべ く、シヤチハタ (株 )

との産学連携事業によるスタンプ印面

デザインの企画立案、ナゴヤ展プロモー

ション計画の実施を行った。

教材 資料等は自作。 (レ ポー ト用紙 10

枚程度)
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授業科目 卒業研究 (Mc)vD

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

最終学年の後期授業として4年間大学

で行ってきた制作活動のまとめを行 う

と共に、自身のデザインヘの取 り組み、

社会とデザインとの関わり、それらを主

体にした今後のデザインに対する展望、

目標の見直しを行えるよう工夫した。

教材・資
｀
料牛は自作。(レ ポー ト用紙 30

頁相当。)

授業科目 公開講座  「澁谷克彦氏」

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

(株 )資生堂 宣伝制作部 制作部長、

2012年 度亀倉雄策賞を受賞 した澁谷克

彦氏を招き、公開講座を実施した。資生

堂で取 り組んだ一連の作品紹介に加え、

自身のデザイン制作における取 り組み、

それらを実現するためのワークショッ

プを準備し、学生の興味を促せるよう工

夫した。

授業科ロ エディトリアルサーベイ セルフプロモーション

◆前期  ◆後期

工夫の概要 教材 資料等の概要

日本グラフイックデザイナー芸術学院

にて、本学でも実施しているエディトリ

アルサーベイを展開した、3コ ース合同

授業として展開したため、講義の効率化

が図れるよう教材を強化した。

教材 資料等は自作。 (レ ポー ト用紙 30

頁相当。)

授業科目 GDデザイン制作

◆前期  □後期

工夫の概要 教材 資料等の概要

日本グラフイックデザイナー芸術学院

にて、前半は岐阜県美術展一般部への出

展作品の制作を指導、パッケージデザイ

ンの構築を行った。デザインに対する意

F・猟を向上できるよう作例などを工夫 し

た。

3.学会等および社会における主な活動

中部クリエーターズクラブ 211(11～ 広報委員、IT担当として活動。代表と

して中部デザイン団体協議会役員に選

出。ポスター展出展など

Peace creators in NagOya 2000～ 実行委員として活動。代表メンバーと

してアジア地区との交流展など積極的

に活動
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